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令和８年度第２回流山市国民健康保険運営協議会会議録  

 

１  日  時 令和８年８月２１日（金）  

午後１時１５分  

２  場  所 流山市役所  第１庁舎  第１・２委員会室  

３  招 集 日 令和８年８月７日  

４  出席委員 今井  博之、浮谷  善軌、須賀  勝已、高橋  祐美、  

       笠原  裕司、池田  郁雄、小倉  浩、石幡  恒美、  

       堀内  龍文、小髙  由美子  

５  欠席委員 三木  哲、髙杉  幹、布施  幸一  

６  事 務 局 伊藤市民生活部長、山﨑保険年金課長、岡田保険年金課

長補佐、千葉保険料収納係長、八角国民健康保険係長、

齋藤主任主事、五十嵐主事、大林主事  

７  傍 聴 者 １名  

８  議事内容  令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算（案）につ

いて  

９  配付資料  流山市国民健康保険特別会計令和７年度決算資料（案） 

       令和７年度保険料率改定の結果について  

１０  会議時間 開会  午後１時１５分  

        閉会  午後２時１５分  

１１  議事内容 次のとおり  
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（事務局）  

 ただ今から令和８年度第２回流山市国民健康保険運営協議会を開会い

たします。  

 開会にあたりまして、会長より御挨拶をお願いいたします。  

 

  －会長挨拶－  

 

（事務局）  

 ありがとうございました。続きまして、市民生活部長から御挨拶を申

し上げます。  

 

  －市民生活部長挨拶－  

 

（事務局）  

 それでは会議に移らせていただきます。  

 協議会の議長は、流山市国民健康保険規則第６条の規定により、会長

となっておりますので、堀内会長に議事進行をお願いいたします。  

 それでは、会長よろしくお願いします。  

 

（議長）  

 これより議事に入ります。本日の出席者は、委員１３名のところ１０

名でございますので、流山市国民健康保険規則第８条の規定により、委

員の半数以上の出席であるため、会議が成立していることをご報告いた

します。  

 次に、傍聴者１名から、傍聴したい旨の申し入れがあり、議長におい

て、これを許可しましたのでご了承願います。  

 それでは、本日の議題である「令和７年度流山市国民健康保険特別会

計決算（案）」について、事務局から説明をお願いします。  

 なお、説明や、このあとの質疑応答については、着座のままで結構で

す。  

 

（事務局）  

 保険年金課長の山﨑です。  
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 私から、令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算 (案 )について、

ご説明いたします。  

 失礼して着座させていただきます。  

 資料 1 の 1 ページ「令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算 (案 )

の概要」をご覧ください。  

 １  総括についてですが、令和７年度国民健康保険特別会計の決算額

は 歳 入 が １ ４ ３ 億 ６ ， ７ ８ ６ 万 ９ ， ８ ３ ５ 円 、 歳 出 が  

１ ４ ２ 億 ８ ， ０ １ ０ 万 ８ ， ０ １ ５ 円 、 実 質 収 支 は 、  

８，７７６万１，８２０円となりました。  

 ２  国民健康保険加入者の状況についてですが、（１）被保険者の加

入状況は、令和７年度末の世帯数は１９，７４６世帯で前年度比２００

世 帯 、 率 に し て １ ． ０ ％ の 減 、 ま た 、 本 市 全 世 帯 数 に 対 す る 割 合 は  

２１．１％となっています。  

 （ ２ ） 被 保 険 者 の 内 訳 は 、 加 入 者 総 数 ２ ７ ， ５ ３ ４ 人 で  

前年度比６５９人、率にして２．３％の減、また、本市全人口に対する

割合は１２．７％となっています。   

 次に歳入歳出の主な科目についてご説明いたします。  

 ２ページをご覧ください。  

 初めに歳入についてですが、表の上段、国保料につきましては、令和

７年度の収入額の合計は３４億８，８８０万６，９０５円で、前年度と

比較しますと３億３，３５８万７，１２７円、率にして１０．５７％の

増となります。料率改定に伴う収入増が主な要因です。  

 また、収納率は９２．５１％で、前年度と比較しますと０．８２ポイ

ントの増になります。  

 中段の県支出金につきましては、主に保険給付費に対して交付される

ものですが、前年度と比較しますと２億４，３９３万７９７円、率にし

て２．４８％の減となっています。   

 下段の繰入金のその他一般会計繰入金１億７，１４５万円のうち、決

補填目的、いわゆる赤字繰入分につきましては、６，３４９万３，０００

円 で 前 年 度 と 比 較 し ま す と １ 億 ４ ０ ０ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 、 率 に し て  

６２．０９％減となっています。  

 赤字繰入金減額の理由につきましては、保険料改定等に伴う保険料収

入の増加に加え、後ほど説明します、事業費納付金の減少があったため
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です。  

 ３ページをご覧ください。  

 歳出についてですが、表の中段、保険給付費につきましては、主に療

養諸費の療養給付費からその他給付費の傷病手当金までの保険医療に要

する費用で、前年度と比較しますと２億５，０５８万９，６５２円、率

にして２．５８％の減となっています。  

 そ の 下 の 事 業 費 納 付 金 に つ き ま し て は 、 前 年 度 と 比 較 し ま す と  

１億４，１６４万６，５５８円、率にしますと３．１６％の減となって

おります。  

 次に基金の状況についてですが、下段の表をご覧ください。  

 財政調整積立基金の令和７年度末の基金残高につきましては、令和７

年度に取り崩しはなく、３０５万６，０００円となっています。  

 次に関連資料について、ご説明いたします。  

 ４ページをご覧ください。  

 年間平均被保険者動向についてですが、令和７年度の年間平均におけ

る 被 保 険 者 総 数 は ２ ８ ， ０ ６ ８ 人 で 、 前 年 度 比 ９ ９ ０ 人 、 率 に し て  

３．４１％の減になっています。減少の状況は、平成２４年度から続い

ています。今後も減少状況は、後期高齢者医療へ移行することや被用者

保険の適用拡大などの影響により続くものと思われます。  

 ５ページをご覧ください。  

 国民健康保険年齢階層別被保険者状況についてですが、令和６年以降

の各年の５月現在のデータによりますと、団塊の世代の方が後期高齢者

医療制度へ移行したことにより、６５歳以上７４歳までの前期高齢者の

割合が減少傾向にあります。  

 ６ページをご覧ください。  

 １人当たり・１世帯当たりの調定額推移についてです。１人当たり調

定額は平均保険料に相当しますが、令和７年度は、表の下段、医療、支

援、介護の合計では、１２万４，８１７円になります。前年度と比較し

ますと１万７，４２０円の増額となります。  

 保険料は、被保険者個々の前年中の総所得金額等により計算されます

が、令和７年度の１人当たり平均保険料は料率改定の影響と１人当たり

所得の増加によって１６．２２％増となりました。  
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 ７ページをご覧ください。  

 近隣市保険料率の比較についてです。  

令和７年度時点では、本市の保険料率は、応能割は３番目に高く、応益

割は一番低い設定になっています。  

 ８ページをご覧ください。  

 １人当たり医療費の状況についてです。  

 表の下から４段目、療養諸費費用額をご覧ください。これは総医療費

の額となりますが、令和７年度については、１１１億３，２７１万４２３

円、１人当たりの額は３９万６，６３４円となり、前年度と比較します

と、合計額では２億９，７９３万２，０５５円の減額、１人当たりでは

３，２６１円の増額となりました。  

 その下の医療給付額、これは保険者が負担した額で、９３億５，４６

７万１，１１４円、１人当たりの額は３３万３，２８６円となり、前年

度と比較しますと、合計額では２億４，６９７万９，７２８円の減額、

１人当たりの額は２，８５５円増額となりました。  

 総額については、療養諸費費用額、医療給付額とも被保険者数の減少

により前年度より減額となっていますが、一人当たりの、療養諸費費用

額、医療給付額につきましては、増額となっております。  

 ９ページをご覧ください。  

 外国人被保険者の加入状況の推移を国籍別に示しています。  

 以上で、令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算（案）について

の説明を終わりとさせて頂きます。  

 続きまして、令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算における、

令和７年度国民健康保険料率改定の結果について説明します。  

 まず、資料の左上、「１  保険料率改定の内容」を御覧ください。  

 令和７年４月１日から、医療分、後期高齢者支援金分、介護分の保険

料の３区分のうち、千葉県が示す標準保険料率と一番差の大きかった後

期高齢者支援金分の料率改定を行いました。  

改定内容は、所得割２．２０％を１．０３ポイント引き上げ、３．２３

％ と し 、 被 保 険 者 均 等 割 ５ ， ５ ０ ０ 円 を ７ ,２ ０ ０ 円 引 き 上 げ 、  

１２，７００円としました。  

 次にその下の「２  保険料率改定後の所得段階別保険料」を御覧くだ

さい。  
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 所得ごとの年間及び月額の保険料の増加額、並びに増加率は表の通り

となっております。  

 例えば、７割の軽減が適用される所得４３万円の層では、改定後保険

料は１７，９００円となり、年間２，２００円、月額１８３円の増とな

りました。  

 所得３００万円の層では、改定後保険料は３７１，８００円となり、

年間３３，７００円、月額２，８０８円の増となりました。  

 所得８００万円の層では、改定後保険料は９７８，３００円となり、

年間８５，２００円、月額７，１００円の増となりました。  

 全体として、それぞれの所得段階に応じた増額幅となっております。  

 続きまして、その下の「３  １人当たり平均保険料」を御覧ください。 

 保険料率改定による当初予算の増加見込みは約１．５万円でした。  

 しかし、決算時点では前年度比約１．７万円の増額となっています。

これは、ベースとなる 1 人当たり所得が前年度比で１０．７８％上昇し

たことが主な要因です。  

 続きまして、「４  現年分保険料収入」を御覧ください。  

 当初予算の段階では、この保険料率改定により３区分合計で約２．５

億円の増収を見込んでおりました。  

 当初予算比較のグラフにあります通り、見込みでは、令和６年度の  

２８．５億円から、令和７年度は３１億円への増加を想定していたもの

です。  

 しかし、最終的な決算におきましては、被保険者の方々の所得増に伴

い、１人当たりの保険料額が想定を上回りました。その結果、決算比較

ベースでは、令和６年度の３０億円から令和７年度は３３．６億円とな

り、前年度比で約３．６億円の増収になりました。当初の予想を上回る

保険料収入が確保された結果となっております。  

 次に、その下の「５  保険料収納率」を御覧ください。  

令和７年度の合計収納率は、過年度分収納率が伸びた結果、９２．５１

％となり、前年度から０．８２ポイント向上いたしました。これ によ

り、速報値段階ではございますが、引き続き県内３７市中で第 1 位の収

納率を維持しております。  

 一方で、現年分収納率は９５．３５％で前年度比０．４４ポイントの

微減となっています。これは、全国的な傾向と同様に、口座振替が多
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く、年金天引きによる特別徴収の対象でもある前期高齢者の層が、後期

高齢者医療制度へ移行し減少しているという構造的な変化が当市におい

ても現れており、微減となった一つの要因であると考えています。  

 最後に「６  赤字額」を御覧ください。  

 令和７年度決算における国民健康保険特別会計の赤字額は、前年度の

６億９７４９万４千円から、令和７年度は６３４９万３千円となり、前

年度から約６．３億円の減少となり、大幅な圧縮となりました。  

 これは、保険料率改定等に伴う保険料収入や国・県補助金の増加とい

った歳入面に加え、歳出面では事業費納付金の減少が複合的に影響した

ものです。  

 結果として、前年度は基金から５．３億円、赤字繰入として約１．７

億 円 を 補 填 し て 対 応 し て お り ま し た が 、 令 和 ７ 年 度 は 赤 字 繰 入 を 約  

６，３００万円にまで抑えることができ、国保特別会計の健全化が大き

く進んだものと捉えています。  

 以上です。  

 

（議長）  

 ありがとうございました。  

ただいま、事務局から令和７年度流山市国民健康保険特別会計決算、

及び保険料改定の結果についての説明がございました。これにつきまし

て、御意見御質問等ございましたらお願いします。  

委員お願いします。  

 

（委員）  

決算概要表のほうからは、収入と支出の差額が８，７００万円という

ふ う な 数 字 が あ る の に 対 し 、 こ の 資 料 ２ の ほ う で は 、 赤 字 額 は  

６，３００万円とあり、大幅に減ったことはいいのですけれども、歳入

歳出の差額が黒字のように見えるのに、なぜ赤字なのだろうかというと

ころと、その辺の理由の説明をいただきたいと思います。  

 

（議長）  

 事務局、回答をお願いします。  
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（事務局）  

保険年金課、山﨑です。  

こちらは結果的に、実質収支額が８，７００万円発生しております。  

そして、いわゆる赤字繰入れが最終的に６，３００万円ということにな

っておりまして、一般会計から国保特別会計に予め繰入金を受け入れる

処理が年度末にあるのですが、翌年度に県へ支払う事業費納付金や国へ

返す補助金など、そういったものも含めて余剰が出るように設定してい

るところであります。また、繰入れ手続後も、出納整理期間の４月、５

月に保険料収入が入ってきますので、その後に収入が動いたことによ

り、収支も発生しております。そして、この８，７００万円の中には、

翌年度に県へ支払う事業費納付金や国へ返す補助金なども一部含まれて

いまして、それも含めて実質収支額を設定しておりますので、赤字繰入

れを入れつつも、実質収支が発生しているというところでございます。  

 

（委員）  

実質は赤字なのか黒字なのかというと、どちらになるのでしょうか。

要はまだ未払い分とか未収入の分とか、それから欠損とかがあるという

ことですよね。  

 

（事務局）  

はい、おっしゃるとおり、今こちらでは、実質収支額が８，７００万

円と出ておりますが、その大部分が翌年の精算などに使われるものです

ので実質赤字は残ったままです。  

 

（委員）  

ありがとうございました。  

 

（議長）  

委員お願いします。  

 

（委員）  

教えていただきたいのですが、１ページ目の４（３）の保険給付費の

中の審査手数料について、令和６年度が５１万４，０００件、令和７年
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度が４９万１，０００件で実施件数的には減っているのですが、支払い

のほうが９５０万円のプラスということなのですけれど、これは例え

ば、審査料が上がったということでしょうか。この点は３ページ目の審

査支払手数料のところにも書いてあるのですが、レセプト審査に関わる

経費として１件当たり療養給付が６１円、療養費が３６円、柔道整復が

５８円とありまして、この単価が上がったのか、それとも、レセプト審

査を厳しくしてのことでしょうか。よろしくお願いいたします。  

 

（議長）  

事務局、回答をお願いします。  

 

（事務局）  

保険年金課長の山﨑です。  

審査支払手数料は、主に療養給付費に係る審査報酬の審査に対して、

手数料として支払うものになります。そのため、療養給付費が減少する

に伴って、審査件数も減少しております。  

そういった現状において、今回、おっしゃるとおり増額となった要因

でございますが、お見込みのとおり、診療報酬審査の手数料単価が増額

となりました。令和６年以前は単価が１件３８円であったものが、令和

７年度は、先ほどご紹介があったとおり６１円ということで、対前年度

比２３円の増額となりました。  

そして、令和７年度は、診療報酬審査を約５０万件弱行っていますの

で、前年度比約１，０００万円の増額となったものでございます。  

 

（委員）  

分かりました。  

もう１件よろしいでしょうか。３ページ目なのですけれども、保健事

業費が前年度から３１８万円の減額になっているのですが、特定健康診

査の受診率が下がっているということでしょうか。  

 

（議長）  

事務局お願いします。  
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（事務局）  

今はまだ令和７年度の特定健診の受診率は、担当である健康増進課の

方で集計中なので数字自体は出ていないのですけれども、いわゆる受診

率が下がったというよりは、そもそも国保の被保険者数自体が減ってい

るというところがございます。  

受診率はなお向上に向けて努力しているところでございますので、ま

た結果が出た際には御報告させていただきたいと思います。  

 

（議長）  

ありがとうございました。  

委員お願いします。  

 

（委員）  

資料２について、保険料収入については、当初の予算に比べて、決算

は大幅増収で、企業でいうと、増収増益の決算をしたということになる

わけですね。赤字補填額についてはいろいろ切り離して考えるとして、

保険料が大幅に増えたということについては、最終的にどういう扱いに

なるのでしょうか。  

予算より増えたことで、一般企業ですと、株の還元金である配当を増

やすとか、自社株買いをするとか、そういうことで償却したりするので

すけれど、これはどういうふうに処理されているのか。  

 

（議長）  

事務局お願いします。  

 

（事務局）  

おっしゃるとおり、予算時点と比較しまして、決算では保険料収入が

増加しましたが、国保特別会計及び健康保険制度というのは、保険給付

を保険料で賄うのが原則でございます。そういった中で、保険料収入が

増えましても、一般会計からの赤字繰入れを行っておりまして、赤字が

一部残っていますという説明となります。  

 

（議長）  
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委員お願いします。  

 

（委員）  

ちょっと苦しいような御説明だったと思うのですけれど、赤字や繰入

れが残っているといっても、もうすぐ黒字化までめどが立つ金額まで落

ちてきているわけで、来年度にはひょっとしたらそれも償却できるのか

なと思います。  

さらに、今、世帯収入が伸びているというのは、被保険者、 1 人当た

りの給与が伸びているからということで、今はインフレの世の中ですか

ら、今後も十分期待されると思うのですが、そうすると、また黒字が増

えていくということにならないでしょうか。この赤字を償却したら、あ

とは積立てておくとかそういう形になるのでしょうか。  

 

（議長）  

事務局、回答をお願いします。  

 

（事務局）  

まず、今、７年度決算時点では赤字額が残っているのが事実でござい

ます。  

さらに今回、令和７年度は事業費納付金が減少したということも複合

的な要因でございまして、令和８年度は、この事業費納付金というのは

また増えてきております。そのため、令和７年度の赤字額というのはこ

の金額になっておりますが、まだ令和８年度以降はこれからどうなって

くるとかいうところが不透明で、今後も読めないところです。保険料収

入が、被保険者の所得によって上がっていったとしても、県に支払う側

の部分というのが不透明ですので、我々としてはその動向を注視しなが

ら、引き続き適切な料率設定を考えていきたいと思っております。  

 

（議長）  

ありがとうございます。  

これに関して私からも１点ございまして、資料 1 の２ページ目、３ペ

ージ目にある歳入歳出の歳入のところで、歳入１４３億円の内、国保料

の合計は３４億円なので、この中の国・県支出金は非常に大きいところ
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で、これは制度上、こういう市、県、国庫の負担割合は決まっているこ

とが前提にありますけれども、基本的には国保料を中心で、保険給付費

を払っていくっていうことが理想であり、本来の制度的な理想であると

いうふうに考えると、１４３億円のうち３４億の国保料収入が、もう少

し全体の歳入に占める国保料の割合が増えていくのか。それとも、いろ

んな施策が功を奏して保険給付費、特にこの療養給付費や高額療養費と

いう実際の医療に使われている部分のバランスがとれていかないと、ど

んどんこの県支出金や、一部国庫からの支出自体が増えていくと、制度

自体がもたなくなっていくのではないかという印象は、歳入歳出を毎回

見る度に感想としてあります。  

ただ、委員がおっしゃられたことも非常に考えていかなければいけな

いことで、赤字解消をすればいいということの先に、この制度自体がう

まく収支の均衡をとっていかなければいけないと改めて感じました。収

入を増やしていくのはなかなか難しいかなというふうに思います。特に

この資料２の所得８００万円の世帯をみると、保険料の増加額が年間８

万５，２００円、月額７，１００円となっており、今まで払わなくてよ

かったものが、これだけ生活に使えなくなるわけですから大きな負担と

考えます。  

そうすると、この保険給付の適正な使用だったり、この事業費の適正

な支出、こういったところの使い方、使われ方を、ぜひしっかり見てい

かなければいけないのではないかなと改めて感じたところです。質問と

いうよりは一委員の意見として皆様にお伝えさせていただきました。  

その他、決算について御意見はございませんか。  

委員お願いします。  

 

（委員）  

資料２の令和６年度の赤字額の中で、基金繰入が５億３，０００万円

で、令和７年は基金繰入がなかったとありますが、資料１の３ページの

基金の状況を見ると、５億３，０００万円を繰り入れたことによって、

令和６年度の残高が３０４万円、令和７年度も３０４万円ということ

で、そもそも基金の元金というのはどこからやってくるものなのか、令

和６年度から７年度への増加額がないというのはどう理解したらいいの

でしょうか。  
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（議長）  

事務局お願いします。  

 

（事務局）  

もともと、基金の元金というのは、その年の市の特別会計の収支の中

で発生した余剰金を積立てております。  

今年度に関しては、８，７００万円の実質収支がありますが、これは

基金に積み立てるのではなく、主に翌年に返還する納付金の分などがあ

るのと、翌年からの赤字繰入の減少に活用していくという形となってお

ります。  

 

（議長）  

委員お願いします。  

 

（委員）  

私は、内科医として地域医療に関わっており、往診を通じて在宅医療

も行っています。往診もしておりまして、在宅医療をやっていると本当

に生活に困っている方たちを見ていまして、独居の老人で困っている方

もいて、市役所の方とも意見交換をしていますが、そうした方の大体８

割方が、国保に入っていて、それによって在宅医療と介護をやることで

できています。  

現状のところ、基本料の値上げも大変なのですが、今のところ、この

健康保険制度があるので、何とか在宅医療で助けることができていま

す。ただ、どうしても２割位の国保に入ってない人がいて、在宅医療を

1 回行ったあと継続ができなくて、やはり孤独死しそうな状況になって

います。  

他には、高齢者を診ていると、高額医療なのですけども、やはり認知

症 の 薬 は 年 間 ３ ０ ０ 万 円 と か ５ ０ ０ 万 円 ぐ ら い か か っ て い ま す 。  

それがやはり増えるので、今回たまたま高額療養費は減っていますけれ

ども、来年、再来年と高額医療が増えるので、やはり医療のほうからす

ると、この制度を存続させていただきたいというのが１番強い希望で

す。やはりこの仕組みが破綻しないように、継続できるように、やっぱ
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り、全ての人たちが負担するのは誰も嫌ですけども、やはり、医療のほ

うからすると、予備費などを厚くしておかないと、また今度、値上げし

なければいけないというのが出てくるのではないかと、ちょっとそうい

う心配があります。現場の者としては、この制度は国民、市民を守る最

後の砦なのです。  

だから、この制度は、一医者としては存続していただきたいと思って

います。  

 

（議長）  

ありがとうございます。  

委員お願いします。  

 

（委員）  

仮に次の年が赤字になった場合、基金というのはどうなるのでしょう

か。  

 

（事務局）  

基金は３００万円弱となっておりますので、今のところ、これを崩し

てということは考えておりません。  

 

（議長）  

ありがとうございました。  

そのほか御質問いかがでしょうか。なければ、それでは皆さんいろん

な御意見、御質問を活発にありがとうございました。これ以上御質問も

ないようですので、以上をもちまして、議題を終了させていただきま

す。  

これによって、令和７年度決算を認定したと運営協議会を代表して報

告したいと思いますが、皆さん、よろしいでしょうか。  

 

（各委員）   

異議なし。  

 

（議長）  
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ありがとうございます。  

それでは、決算の、この議題以外に、ほかに皆さん何かございます

か。  

ないようですので、以上をもちまして、令和８年度第２回国民健康保

険運営協議会を閉会します。  

 

 


